
東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 3

今後も利用者が安心して利用できるよう施設設備の維持に努めてください。大ホールについては、固定席の設置による施設のリニュー
アル等を検討してください。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

生涯学習の拠点として必要不可欠です。

有効性 生涯学習推進において、施設管理は必要です。

達成度 活動の場として提供できています。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 25,162 23,832 23,672

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 中央公民館係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

老朽箇所の修繕を計画的に進める必要があります。

効率性 公民館の維持管理費のコスト削減に取り組みます。

改　革
計　画

修繕計画を作成し、公民館の円滑な管理運営を図っていきたいと考えます。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 18,214 16,920 16,781

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.514 3,091 0.514 3,095 0.514 3,065

臨時職員工数・経費 1.985 3,857 1.985 3,817 1.985 3,825

0

その他特定財源 561 980 611

一般財源 17,653 15,940 16,170

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

152

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

学習・活動(趣味講座）を
している人の割合（成人)

主催事業以外での利用者数/延べ
利用者数

％
95 95 95 95

92 102

一日当りの利用者数
述べ利用者数/(開館日数×公民
館数）

人
170 170 170 170

105

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（２）生涯学習関連施設の整備充実・機能強化

事業区分

事業の対象 施設利用者 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

027 1001 事務事業名 中央公民館管理事業 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
施設利用者が安全、快適に使用できるように、維持管理
に努めます。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 中央公民館 係　　名 中央公民館係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 一部委託 実施計画

中央公民館施設管理業務 中央公民館備品管理業務

中央公民館運営業務 中央公民館の清掃業務

中央公民館施設利用受付業務

成果指標



東温市事務事業評価シート　平成27年度実施事業対象

№ ― 1

年度 ～ 年度

① ④

② ⑤

③

単位 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

26 27 28

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 1 4

3 2 1 3

当初の事業開始年度からの広がりが見られないことから、この運動へ参加したいと思える市民の割合が増えるよう、広報活動や推進団
体の掘り起こしに努めてください。い。

二次評価者 生涯学習課長
総　合
評価点

Ｄ 必要性 有効性

今後の方向性 方法改善

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

活動に市が関わり、学生のボランティア参加者に活動の意義を考えさせ、市民の美化への意識の向上を図ることができます。

有効性 花苗を分館や学校に配布することで地域住民のコミュニティの場となっております。

達成度 事業は天候に左右されるが、予定どおり実施できました。今後も社会教育関係団体等への協力を検討していく必要があります。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 241 270 269

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 中央公民館係
総　合
評価点

Ｂ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

地域住民の参加者が低迷しており、国体開催に向けた「花いっぱい運動」への参加も含め募集、周知、実施方法を見直す必要があります。

効率性 花の苗は種子から育ててコスト削減を図り、土づくりに工夫をしています。

改　革
計　画

自治公民館活動の活性化に繋がることから、地域の花づくり団体による事業実施等を検討する必要があります。また、「花いっぱい運動ボランティ
ア養成講座」を開催するなどして、ボランティアの確保に努めます。

今後の方向性 方法改善達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 151 180 180

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.015 90 0.015 90 0.015 89

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 151 180 180

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 教育

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

ボランティア作業参加者 参加者延べ人数 人
800 800 500 800

470 460

公的関与

089-964-1500 メールアドレス syogaigakusyu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（５）特色ある生涯学習プログラムの整備と提供

事業区分

事業の対象 ボランティア参加者 根拠法令

総合計画 政策目標 第３章 心豊かに学びあう文化創造のまち 政策項目 １ 生涯学習社会の確立

027 1006 事務事業名 花いっぱい運動運営事務 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
分館や公共施設等が花いっぱいになるように、また分館
でのボランティア参加者が増え分館の活性化を図りま
す。

今年度

活動内容

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 中央公民館 係　　名 中央公民館係 電話番号

ソフト事業 事業運営方法 直営 実施計画

春と秋に中央公民館で花の苗のさい芽、種まきからポットに
移植、定殖をボランティア作業を行います。

花苗を各地区の公民館分館や学校、公共施設等に配布して
市内の美観活動を行います。

成果指標


